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図 I.2.10 グランドの張弦              図 I.2.11 グランドの本体断面 

                     

 

② これらの弦は各々約 90kg ほどの力で張られていますから、全体で 220（本）×90（kg）

＝20000kg＝20 トンという大きな力になります。このため、ピアノの弦（A）は非常にが

んじょうな鉄製の枠（フレーム）（B）にチューニング・ピン（C）とヒッチ・ピン（D）と

によって、しっかりと張設されています。その様子は図 I.2.11 に示されています。 

  このうち、ヒッチ・ピンはフレームに強固に打込まれているのですが、チューニング・

ピンはフレームを貫通してピン板（E）に打ち込み、強い回転力を与えれば、ゆっくり回

転できるようになっており、ここで弦の張力を変えることにより微妙な調律を行なうので

す。 

  このピン板は、経年変化によるチューニング・ピンのもどりを防いで、長く調律された

状態を保つ必要があるため、特殊な加工材を使用しています。 

③ 弦の振動は、2 本の駒ピン（F）でねじるように曲げられて弦を係止した駒（G）を通じ

て響板（H）に伝わります。 

  駒は、弦の張力を保持し、かつ弦の振動を最も忠実に響板に伝達する重要な役目をする

ものですから、一般に良質のカエデ材やブナ材が用いられます。この駒は、響板にニカワ
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A：側板　B：フレーム　C：ヒッチ・ピン　D：駒ピン　E: 短駒
F：長駒　G：高音用弦　H：中音用弦　I ：低音用弦　J：チュー
ニング・ピン　K：マグラフ　L：響板
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